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【提出書類】 有価証券届出書の訂正届出書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成26年６月18日

【発行者名】 ピクテ投信投資顧問株式会社

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　萩野　琢英

【本店の所在の場所】 東京都千代田区丸の内二丁目２番１号

【事務連絡者氏名】 佐藤　直紀

【電話番号】 03-3212-3411

【届出の対象とした募集内国投資信託受益証券に係る

ファンドの名称】

ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド（１年決算

型）フレックス・コース

【届出の対象とした募集内国投資信託受益証券の金

額】

①当初申込期間：500億円を上限とします。

②継続申込期間：１兆円を上限とします。

【縦覧に供する場所】 該当事項はありません。
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Ⅰ【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

平成26年６月13日付をもって提出した有価証券届出書の記載事項のうち、訂正すべき事項がありますので、これを訂正する

ものであります。

 

Ⅱ【訂正箇所及び訂正事項】

(下線部　　　　　は訂正箇所を示します。)

 

第二部【ファンド情報】

第１【ファンドの状況】

１【ファンドの性格】

(１)【ファンドの目的及び基本的性格】

(前略)

③　ファンドの特色

(中略)

ｂ　フレックス戦略を駆使して、下落リスクの低減を目指します

(中略)
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＜訂正前＞

株式の実質組入比率変更のイメージ図

 

※上記はあくまでもイメージ図です。

＜訂正後＞

株式の実質組入比率変更のイメージ図

 

※上記はあくまでもイメージ図です。想定外の市場動向等により当該戦略が効果的に機能しない場合

もあり、市場の下落リスクを低減できないことや市場の上昇に追随できないことがあります。ま

た、ファンドの基準価額の下落リスクを完全に回避できるものではなく、また一定の基準価額水準

を保証するものでもありません。

(後略)

 

３【投資リスク】

(１)ファンドのリスク

(前略)

①　基準価額の変動要因

(中略)

＜訂正前＞
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ｃ　フレックス戦略によるリスク

・ファンドは、実質的にショート(売り)ポジションを保有することにより価格変動リスクの低減を図る戦略をとる

場合がありますが、実質的に組入れている株式とショートしている株式が異なることにより価格変動リスクが低

減されない場合があるほか、ショートしている株式の価格の騰落率が相対的に高い場合は基準価額が下落する要

因となることがあります。

＜訂正後＞

ｃ　フレックス戦略によるリスク

・ファンドは株式の実質組入比率等を変更するフレックス戦略により、基準価額の下落リスクの低減を目指します

が、想定外の市場動向等により当該戦略が効果的に機能しない場合もあり、市場の下落リスクを低減できないこ

とや市場の上昇に追随できないことがあります。また、ファンドの基準価額の下落リスクを完全に回避できるも

のではなく、また一定の基準価額水準を保証するものでもありません。ファンドは、実質的にショート(売り)ポ

ジションを保有することにより価格変動リスクの低減を図る戦略をとる場合がありますが、実質的に組入れてい

る株式とショートしている株式が異なることにより価格変動リスクが低減されない場合があるほか、ショートし

ている株式の価格の騰落率が相対的に高い場合は基準価額が下落する要因となることがあります。

 

(後略)
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